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　　　心の温まる対応を
お藍月の』三箇露、約4，200入のスキーヤーでにぎわっ

た松之山温泉スキー場。今シーズンのスキー場の従業員

数は23名。リフトの乗降場でお客様へのサービスのほか・

パトロールや艇雲が主な仕事です。お正月には積雪が少

なく、みなさんはゲレンデの雪を確保するのに著労した

ようです。営業は4月上旬まで予定しており、これから

が本格的なシーズンです。「お客様への安全対策はもち

ろんのこと、どこのスキー場にも負けない峨やさしさ”

と甑親切なをモットーに心の温まる紺癒をして行きたい。諜

と話していました。
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本を読む金子先生

・縄疹
　6　年
小林綾手さん

（上籔池　中道）

　　　　　と、残のあたって
いると＝ころと、菱盤て『も」）の二紀き¢
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　　4　年
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仕
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村山政光

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
欝
々
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
、

　
昨
年
は
．
鋒
年
の
冷
審
と
は
反
対

の
猛
暑
の
璽
と
水
不
撮
で
大
変
で
し

た
が
、
本
罫
は
政
界
の
不
透
明
、
小

選
挙
区
比
例
代
裟
並
列
法
案
の
実
施

年
、
農
業
を
始
め
と
夕
る
各
種
の
規

鋼
の
緩
秘
や
価
格
破
壊
、
産
叢
の
塞

澗
化
等
々
大
変
な
年
に
な
り
そ
う
で

す
．
ま
た
戦
後
難
確
銀
、
町
の
合
併

照
十
葬
溢
ど
色
々
の
一
翻
で
籔
目
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
参
で
一
片
の
㎜
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
と
盤
え
ば
無
宋
に
決
定
し
胞
燭

輝
格
快
適
道
踏
の
計
薩
路
線
の
決
定

で
し
ょ
う
、
松
之
慮
跡
を
含
め
た
東

頸
・
中
魚
に
も
漸
く
腐
速
道
路
蒔
代
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来
る
と
　
、
、
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こ
と
で
す
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な
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が
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線
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よ
鉾
成
、
＋
年
頃
と
の
．
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と

で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
先
の
毒
と
思

う
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．
し

か
し
、
繕
、
穣
の
た
つ
の
は
堅
い
も
の

で
牽
数
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新
幹
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も
な
く
、
豊

原
ト
ン
ネ
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も
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っ
た
堺
を
考
え

る
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し
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遠
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将
来
の
夢
物
、
、
，
り

と
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え
な
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も
よ
い
で
し
ょ
う
．
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し
ろ
こ
の
位
の
準
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期
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が
な
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と
逆
に
、
陶
速
縛
代
に
取
り
残
　
れ
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。
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．
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澱
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餐
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牽
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の

今
年
最
後
の
要
蔑
＋

・
蕊
の
方
角
を
添
す
牽
二
皮
そ
薦
ぞ
れ

羅
動
物
を
嚢
て
た
の
は
中
團
で
す
か

ら
、
中
園
で
も
当
然
隅
¢
亥
年
で
す
。

し
か
し
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
中

國
で
は
カ
レ
ン
ダ
馨
鑑
が
か
れ
る
絵

は
、
イ
ノ
シ
シ
で
は
な
く
プ
タ
の
絵

を
晃
か
け
濠
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
プ
タ

　
の
先
禎
懇
す
か
ら
、
岡
じ
よ
う
な
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
。

　
　
さ
て
、
イ
ノ
シ
シ
は
、
目
奉
で
は

北
海
道
・
東
北
・
北
陸
の
一
部
を
除

　
い
た
広
い
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
、

　奄美

大
鶴
や
沸
縄
な
ど
に
は
、
琉
球

　
イ
ノ
シ
ジ
と
呼
ば
れ
て
い
る
小
型
の

　
も
の
が
生
慰
し
て
い
ま
す
。

　
い
く
ぴ
と
い
う
叢
葉
が
あ
る
よ

猪
首
う
に
ギ
ノ
シ
シ
籔

首
が
短
い
独
特
の
体
型
を
し
て
い
ま

　
　
こ
ろ
あ
ん

す
。
欝
吻
（
嬉
先
・
欝
元
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が
長
く
、
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縛
柔
う

そ
の
先
鑓
醐
盤
状
の
鼻
鏡
が
あ
り
謹

す
。
着
か
ら
背
に
か
け
て
の
鰯
篭
は

．
怒
る
と
立
つ
の
で
、
怒
り
毛
と
睡
ぱ

れ
て
い
ま
す
。
雑
食
で
、
キ
ノ
コ
や

・
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
櫨
物
を
食
べ
ま
す

r

し
、
ヘ
ビ
や
カ
エ
ル
、
ミ
ミ
ズ
な
ど

の
動
物
も
食
べ
康
す
．

　
イ
ノ
シ
シ
は
夜
間
に
食
を
求
め
て

人
里
騰
現
れ
、
粟
や
芋
、
種
な
ど
を

食
べ
て
し
ま
い
豪

す
．
薫
嚢
を
“
諺
踏
、

巧
み
続
使
っ
て
掘
　
　
、
．
、
．

り
趨
こ
し
、
粟
は
　
　
ー
、
．
㌧
、

き
ば
で
穴
を
闘
け

て
食
べ
ま
す
。
ま

た
、
“
ぬ
た
を
打

つ
”
と
い
つ
て
、

体
紅
泥
を
塗
る
習

惟
が
あ
る
の
で
、

た
ん
ぼ
を
驚
ら
す

こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
顧
こ
の
た
め
、

人
間
は
イ
ノ
シ
シ

を
審
獣
と
し
、
畑

や
た
ん
ぽ
に
壇
な

ど
を
め
ぐ
ら
し
、

工、吃玉

”
山
く
じ
ら
”
と
呼
ん
で
食
べ
て
き

ま
し
た
。
亀
は
プ
ラ
シ
に
、
歯
は
印
．

凝
に
、
霧
液
は
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
㎜

と
き
に
使
っ
た
と
い
い
ま
す
。
皮
は
㎜

靴
薦
に
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
路
・
れ
は
、

怒
り
の
屯
で
縫
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
と
ツ

　
イ
ノ
シ
シ
と
い
え
ば
、
猪
突
猛
進
㎜

い
ま
は
ゆ
と
り
の
時
代
で
す
。
暮
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

と
い
う
讐
葉
を
連
懇
し
ま
す
。
で
も
、

イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を
賄
ぎ
ま
す
．

　
　
　
　
　
は
、
藩
か
ら
イ
ノ
シ
シ

人
間
を
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
し

て
き
ま
し
た
、
肉
は
獣
肉
を
食
べ
る

こ
と
を
恩
避
し
て
い
た
縛
代
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り
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た
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し
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が
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り
ま
す
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迎
え
る

と
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な
笥
お
め
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う
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と
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ま
す
が
、
考
え
て
み
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ば
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蜜
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櫨
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．
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れ
て
き
た
の
が
、
　
2
憲
士

癬
藷
濟
．
発
し
、
あ
曲
来

　
に
は
諸
説
が
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
ま

　
せ
ん
。

　
　
一
番
よ
い
「
窟
さ
は
、
β
本
一

　
蕩
い
蜜
士
山
、
第
二
の
「
鷹
し
は
蜜

　
　
　
　
高
く
飛
ぶ
鳥
、
第
三
の
「
蔀

　
　
　
　
子
秘
は
櫨
段
の
高
い
初
蒲
子

　
　
　
　
と
考
え
る
と
、
　
「
蕎
い
」
と

歴
書
い
蒸
が
蓬
し
て
い
寄

　
、
鷹
し
は
欝
士
山
の
中
腹
に
あ
る

愛
麟
響
す
る
説
、
語
繁
．
成
す

実
」
の
「
簾
子
」
は
実
が
よ
く
成
る

め
で
た
い
野
菜
と
す
る
鋭
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
ぜ
を
が

　
三
っ
と
も
駿
河
（
鰺
岡
県
の
中
央

　
　
　
　
　
　
　
サ
ん
ぷ

部
）
の
名
物
で
、
駿
府
（
縫
岡
布
）

を
隠
屠
地
と
し
て
徳
規
家
康
と
結
び

つ
け
る
説
が
脊
力
で
す
が
、
必
ず
し

も
定
鋭
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
．

初
夢
で
見
る
と
縁
起
が
よ
い
か
ど
う

か
も
、
晃
た
、
こ
と
の
あ
る
人
に
聞
い

て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
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月定例議会
一般・特別会計の補正

条例の一部改正を議決

　
㎜
平
へ
域
六
年
第
六
鰯
の
町
鮎
繊
廊
烹
艇
例

会
が
十
二
月
十
九
縮
に
㎜
闇
縷
さ
れ
、

一
般
会
十
及
び
潰
つ
の
特
甥
会
計
の

補
疋
予
算
■
と
各
種
条
例
の
一
部
改
疋

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
．

　
…
般
塗
計
補
鑑
の
空
な
も
の
は
、

人
箏
院
勧
欝
に
伴
う
一
般
職
興
の
給

静
改
定
や
干
ば
つ
災
審
復
繍
費
、
冬

期
間
の
除
雪
婁
託
料
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
天
水
越
大
厳
．
野
原
線
災
轡

復
照
工
事
費
と
下
蝦
池
地
す
べ
り
災

書
復
償
工
箏
費
が
十
…
月
｝
醸
の
第

縢
回
補
正
予
算
で
騨
決
き
れ
、
こ
の

議
会
で
承
認
を
轡
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
　
「
観
光
資
源
の

整
備
冤
直
し
に
つ
い

プ
、
」
　
「
3
メ
自
由
化

で
、
臓
本
農
業
》
、
松
の

之
山
農
雛
の
米
来
は
」
も

ま
た
蒐
口
露
天
風
な

舗
の
改
善
彗
い
～
主

な
ど
．
．
名
の
欝
畢
の

＋
翁
握
3
て
　
算

質
間
し
ま
し
た
』
予

讐
鶯
轡
い
内
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

容
は
、
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般

で
紹
介
さ
れ
享
．
　
欄

　
今
回
番
議
さ
れ
た

補
蔦
予
舞
及
び
条
例

の
一
部
改
鐙
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
予
算
関
係
】

▼
｝
般
会
計
補
正

　
　
第
四
園
奪
決
補
証
分
と
ム
回
の

　
第
五
回
補
疋
を
禽
わ
せ
た
一
億
…
、

　
二
七
エ
ガ
八
千
円
を
追
加
し
、
総

　
額
’
三
六
億
七
、
　
六
〇
照
万
、
予
円

　
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
も
の
は
別
袈
の
と
お
り
で

　
す
。

▼
国
戻
健
康
保
険
特
劉
会
計
補
正

　
　
嘉
業
勘
定
は
三
｝
圏
万
四
千
円

　
を
追
撫
し
、
総
額
三
億
六
、
九
置

　
八
万
二
千
円
と
な
り
家
し
た
。

　
　
薩
営
診
療
施
設
松
之
山
診
療
所

　
勘
澱
は
三
六
七
万
三
千
…
門
を
追
加
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

◆総　務　費

　○財産管理費積立金　　　　　　　4，420千鍔

◆民　生　費

　○国保保険基盤安定分繰越金　　　　3，082千陽

◆農林水産業費

　○票営松婁かんぽい事業助成金　△5，240千円

　○中由間土地改良負担金嬢還助成補助金

　　　　　　　　　　　　　　　　　難，951千円

　○山緯農地有効活罵事業補助金　　5，021千弼

　○集落環境整備事業費工事請負費地

　　　　　　　　　　　　　　　　△畦0，702千円

◆土　木　費

　O察営道踏整備事業補助金　　　　4，登00千円

　○除雪機械修繕料　　　　　　　　4，憩0千円

　○除雪委託料　　　　　　30，㈱千円
　O重機惜上料　　　　　　　　　　　3，70Q千円

　o聴営往竈建設費網地買収費　　　4，020千円

　
し
、
総
額
鷺
億
薦
、
六
〇
一
万
七

　
千
円
と
な
り
ま
し
た
ゆ

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

　
　
歳
出
予
算
の
項
内
補
正
の
た
め
、

　
総
額
購
億
三
、
三
八
○
万
八
千
円

　
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
簡
易
水
道
事
業
特
馴
会
計
補
正

　
　
歳
出
予
舞
の
項
内
補
鑓
の
た
め
、

　
総
額
薫
億
五
、
四
九
二
万
九
千
円

　
ほ
変
翼
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　
　
三
七
万
六
千
円
を
追
加
し
、
総

　
額
三
億
七
、
〇
七
闘
万
九
千
円
と

　
な
り
ま
し
た
。

纂
例
関
墜

▽
松
之
山
町
議
会
議
鰻
の
報
醜
及
び

　
費
用
弁
嬢
等
に
関
す
る
条
例
の
…

　
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
松
之
山
購
特
刷
職
の
職
眞
で
葬
常

　
勤
務
の
も
の
の
報
醜
及
び
費
嗣
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
す

　
る
条
例

▽
松
之
山
購
職
轟
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
蕉
す
る
条
例

▽
松
之
礁
町
地
域
防
雪
体
制
整
備
施

　
設
の
設
麗
及
び
管
理
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
松
之
山
購
税
条
例
の
一
部
を
改
駕

す
る
条
例

▽
松
之
山
町
定
住
促
進
対
策
集
会
施

　
設
の
設
置
及
び
管
理
紅
関
す
る
条

　
例
の
｝
部
を
改
疋
す
る
条
例

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　
毎
隼
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
「
赤
い

羽
根
共
岡
暮
金
・
歳
来
た
す
け
あ
い

運
動
」
が
十
月
か
ら
十
二
月
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
た
く
さ
ん
の

お
金
や
最
物
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
女
姓
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
の

み
な
さ
ん
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
「
モ
チ
米
一
握
り
。

タ
オ
ル
｝
一
本
運
動
し
は
長
い
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
、
隼
来
に
な
る
と
モ
チ

米
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

施
設
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
集
め

ら
れ
た
モ
チ
米
は
三
六
〇
㎏
と
な
り

ま
し
た
．
こ
れ
ら
の
お
金
や
最
物
は
、

代
表
潜
に
よ
り
十
二
月
七
猿
に
各
施

設
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
纂
金
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
．

◎
赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
鐸
別
募
金
）

　
　
　
　
　
　
七
｝
“
六
、
　
○
○
○
欄
ほ
口

◎
赤
い
羽
根
共
岡
幕
金
（
職
域
飽
）

　
　
　
　
　
　
　
八
囲
、
七
九
二
円

◎
赤
い
羽
根
共
岡
勢
金
（
学
校
葬
金
）

　
　
　
　
　
　
　
闘
八
、
八
九
二
円

◎
年
宋
た
す
け
あ
い
幕
金
（
戸
劉
）

　
　
　
　
　
　
二
五
〇
、
○
○
○
円

▽
募
金
の
禽
計

　
　
　
　
一
、
〇
九
九
、
六
八
四
円

幽

　
　
　
　
　
　
　
　
・
鷲

松
之
山
町
祇
会
編
祉
協
議
会

　
　
　
　
母
六
ー
三
一
三
…

上越五智老人ホームで1人1人に手渡されま
した

．け　保免　知っておきたい一

羅縫　　年金知識

寝具クリーニングの

　　　　助成制度

…
！
」

　騎では、在宅で介護が必要な蕩齢者などが

漢朗する寝翼のクリーニング費溺の一部を助

成しています。

《目　的》

　ねたきり者の薦縷などの衛生を保ち、より

よい生活環境を作るとともに、介護にあたる

家族の負撞の軽減を図り、在宅橿祉の淘上に

寄与するものです。

《対象となる寝具・助成薄象者》

　対象寝異は、マットレス・顧懸（敷き・掛

け）・鵡布などです。

　助成対象餐は、主にねたき雛の状態にある

方です．

《助成の葵施》

　助成は、原則として在宅介護が必要な高齢

者などの属する雛帯の生計中心餐からの申講

尋こ基づき行います。

《助成額》

　事業の助成額は、タリーニングに要した費

胴のうち3，000円を限度とします。

《問い合わせ》

　松之山町社会禰祉協議会（役場内）

　　　費6－3131内線53
※なお、今年度の助成は終了しました。新年

度の助成については、瞬社協までお問い合わ

せください。

騨質顧

免
除
を
受
け
た

保
険
料
は
追
納
で
き
る

　
園
昆
年
金
駕
は
、
生
溝
保
護
を
受

け
て
い
る
方
や
、
保
険
料
を
納
め
る

　
こ
と
が
著
し
く
園
難
で
あ
る
と
認
め

　
ら
れ
た
方
ぼ
対
し
、
保
険
料
納
付
を

翻
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

　
老
齢
基
礎
年
金
を
計
算
す
る
際
、
保

　
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
｝
と

　
し
て
謙
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
そ
こ
で
、
よ
り
蕩
額
の
葎
金
を
受

　
給
す
る
た
め
に
、
免
除
を
受
け
た
期

　
間
中
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
牽
年
前

　
の
分
ま
で
に
限
り
納
め
る
こ
と
の
で

　
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
　
嵩
齢
化
牲
会
を
迎
え
、
老
後
の
生

　
酒
設
計
も
大
切
で
す
。
過
張
に
保
険

料
を
免
除
さ
れ
て
い
た
が
今
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
方
は
ぜ
ひ
追
納
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

◎
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

　
除
月
の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。

◎
昭
和
六
十
一
隼
三
月
以
崩
の
免
除

　
期
問
に
つ
い
て
は
、
当
購
の
保
険

　
料
額
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

◎
昭
湘
六
十
一
隼
四
月
以
降
の
免
除

　
期
間
に
つ
い
て
は
、
滋
時
の
保
険

　
料
額
に
次
表
の
乗
率
を
掛
け
て
算

　
繊
し
た
額
を
、
そ
の
保
険
料
に
撫

　
算
し
て
納
め
ま
す
。

◎
老
齢
基
礎
無
金
の
受
給
権
藩
は
、

　
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

経過年度数 纐算率

3　年度 0，055

4　年度 0，113

5　年　度 0．蓋74

6　年度 0，239

7　年度 0，307

8　銀度 0，379

9　年度 0，455

10年度 0，535

袈
）

冒鰯

10年以内塗ら

追納できます

5



I
O
o
り
創
1

4

月定例議会
一般・特別会計の補正

条例の一部改正を議決

　
㎜
平
へ
域
六
年
第
六
鰯
の
町
鮎
繊
廊
烹
艇
例

会
が
十
二
月
十
九
縮
に
㎜
闇
縷
さ
れ
、

一
般
会
十
及
び
潰
つ
の
特
甥
会
計
の

補
疋
予
算
■
と
各
種
条
例
の
一
部
改
疋

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
．

　
…
般
塗
計
補
鑑
の
空
な
も
の
は
、

人
箏
院
勧
欝
に
伴
う
一
般
職
興
の
給

静
改
定
や
干
ば
つ
災
審
復
繍
費
、
冬

期
間
の
除
雪
婁
託
料
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
天
水
越
大
厳
．
野
原
線
災
轡

復
照
工
事
費
と
下
蝦
池
地
す
べ
り
災

書
復
償
工
箏
費
が
十
…
月
｝
醸
の
第

縢
回
補
正
予
算
で
騨
決
き
れ
、
こ
の

議
会
で
承
認
を
轡
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
　
「
観
光
資
源
の

整
備
冤
直
し
に
つ
い

プ
、
」
　
「
3
メ
自
由
化

で
、
臓
本
農
業
》
、
松
の

之
山
農
雛
の
米
来
は
」
も

ま
た
蒐
口
露
天
風
な

舗
の
改
善
彗
い
～
主

な
ど
．
．
名
の
欝
畢
の

＋
翁
握
3
て
　
算

質
間
し
ま
し
た
』
予

讐
鶯
轡
い
内
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

容
は
、
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般

で
紹
介
さ
れ
享
．
　
欄

　
今
回
番
議
さ
れ
た

補
蔦
予
舞
及
び
条
例

の
一
部
改
鐙
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
予
算
関
係
】

▼
｝
般
会
計
補
正

　
　
第
四
園
奪
決
補
証
分
と
ム
回
の

　
第
五
回
補
疋
を
禽
わ
せ
た
一
億
…
、

　
二
七
エ
ガ
八
千
円
を
追
加
し
、
総

　
額
’
三
六
億
七
、
　
六
〇
照
万
、
予
円

　
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
も
の
は
別
袈
の
と
お
り
で

　
す
。

▼
国
戻
健
康
保
険
特
劉
会
計
補
正

　
　
嘉
業
勘
定
は
三
｝
圏
万
四
千
円

　
を
追
撫
し
、
総
額
三
億
六
、
九
置

　
八
万
二
千
円
と
な
り
家
し
た
。

　
　
薩
営
診
療
施
設
松
之
山
診
療
所

　
勘
澱
は
三
六
七
万
三
千
…
門
を
追
加
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

◆総　務　費

　○財産管理費積立金　　　　　　　4，420千鍔

◆民　生　費

　○国保保険基盤安定分繰越金　　　　3，082千陽

◆農林水産業費

　○票営松婁かんぽい事業助成金　△5，240千円

　○中由間土地改良負担金嬢還助成補助金

　　　　　　　　　　　　　　　　　難，951千円

　○山緯農地有効活罵事業補助金　　5，021千弼

　○集落環境整備事業費工事請負費地

　　　　　　　　　　　　　　　　△畦0，702千円

◆土　木　費

　O察営道踏整備事業補助金　　　　4，登00千円

　○除雪機械修繕料　　　　　　　　4，憩0千円

　○除雪委託料　　　　　　30，㈱千円
　O重機惜上料　　　　　　　　　　　3，70Q千円

　o聴営往竈建設費網地買収費　　　4，020千円

　
し
、
総
額
鷺
億
薦
、
六
〇
一
万
七

　
千
円
と
な
り
ま
し
た
ゆ

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

　
　
歳
出
予
算
の
項
内
補
正
の
た
め
、

　
総
額
購
億
三
、
三
八
○
万
八
千
円

　
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
簡
易
水
道
事
業
特
馴
会
計
補
正

　
　
歳
出
予
舞
の
項
内
補
鑓
の
た
め
、

　
総
額
薫
億
五
、
四
九
二
万
九
千
円

　
ほ
変
翼
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　
　
三
七
万
六
千
円
を
追
加
し
、
総

　
額
三
億
七
、
〇
七
闘
万
九
千
円
と

　
な
り
ま
し
た
。

纂
例
関
墜

▽
松
之
山
町
議
会
議
鰻
の
報
醜
及
び

　
費
用
弁
嬢
等
に
関
す
る
条
例
の
…

　
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
松
之
山
購
特
刷
職
の
職
眞
で
葬
常

　
勤
務
の
も
の
の
報
醜
及
び
費
嗣
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
す

　
る
条
例

▽
松
之
山
購
職
轟
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
蕉
す
る
条
例

▽
松
之
礁
町
地
域
防
雪
体
制
整
備
施

　
設
の
設
麗
及
び
管
理
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
松
之
山
購
税
条
例
の
一
部
を
改
駕

す
る
条
例

▽
松
之
山
町
定
住
促
進
対
策
集
会
施

　
設
の
設
置
及
び
管
理
紅
関
す
る
条

　
例
の
｝
部
を
改
疋
す
る
条
例

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　
毎
隼
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
「
赤
い

羽
根
共
岡
暮
金
・
歳
来
た
す
け
あ
い

運
動
」
が
十
月
か
ら
十
二
月
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
た
く
さ
ん
の

お
金
や
最
物
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
女
姓
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
の

み
な
さ
ん
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
「
モ
チ
米
一
握
り
。

タ
オ
ル
｝
一
本
運
動
し
は
長
い
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
、
隼
来
に
な
る
と
モ
チ

米
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

施
設
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
集
め

ら
れ
た
モ
チ
米
は
三
六
〇
㎏
と
な
り

ま
し
た
．
こ
れ
ら
の
お
金
や
最
物
は
、

代
表
潜
に
よ
り
十
二
月
七
猿
に
各
施

設
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
纂
金
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
．

◎
赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
鐸
別
募
金
）

　
　
　
　
　
　
七
｝
“
六
、
　
○
○
○
欄
ほ
口

◎
赤
い
羽
根
共
岡
幕
金
（
職
域
飽
）

　
　
　
　
　
　
　
八
囲
、
七
九
二
円

◎
赤
い
羽
根
共
岡
勢
金
（
学
校
葬
金
）

　
　
　
　
　
　
　
闘
八
、
八
九
二
円

◎
年
宋
た
す
け
あ
い
幕
金
（
戸
劉
）

　
　
　
　
　
　
二
五
〇
、
○
○
○
円

▽
募
金
の
禽
計

　
　
　
　
一
、
〇
九
九
、
六
八
四
円

幽

　
　
　
　
　
　
　
　
・
鷲

松
之
山
町
祇
会
編
祉
協
議
会

　
　
　
　
母
六
ー
三
一
三
…

上越五智老人ホームで1人1人に手渡されま
した

．け　保免　知っておきたい一

羅縫　　年金知識

寝具クリーニングの

　　　　助成制度

…
！
」

　騎では、在宅で介護が必要な蕩齢者などが

漢朗する寝翼のクリーニング費溺の一部を助

成しています。

《目　的》

　ねたきり者の薦縷などの衛生を保ち、より

よい生活環境を作るとともに、介護にあたる

家族の負撞の軽減を図り、在宅橿祉の淘上に

寄与するものです。

《対象となる寝具・助成薄象者》

　対象寝異は、マットレス・顧懸（敷き・掛

け）・鵡布などです。

　助成対象餐は、主にねたき雛の状態にある

方です．

《助成の葵施》

　助成は、原則として在宅介護が必要な高齢

者などの属する雛帯の生計中心餐からの申講

尋こ基づき行います。

《助成額》

　事業の助成額は、タリーニングに要した費

胴のうち3，000円を限度とします。

《問い合わせ》

　松之山町社会禰祉協議会（役場内）

　　　費6－3131内線53
※なお、今年度の助成は終了しました。新年

度の助成については、瞬社協までお問い合わ

せください。

騨質顧

免
除
を
受
け
た

保
険
料
は
追
納
で
き
る

　
園
昆
年
金
駕
は
、
生
溝
保
護
を
受

け
て
い
る
方
や
、
保
険
料
を
納
め
る

　
こ
と
が
著
し
く
園
難
で
あ
る
と
認
め

　
ら
れ
た
方
ぼ
対
し
、
保
険
料
納
付
を

翻
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

　
老
齢
基
礎
年
金
を
計
算
す
る
際
、
保

　
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
｝
と

　
し
て
謙
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
そ
こ
で
、
よ
り
蕩
額
の
葎
金
を
受

　
給
す
る
た
め
に
、
免
除
を
受
け
た
期

　
間
中
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
牽
年
前

　
の
分
ま
で
に
限
り
納
め
る
こ
と
の
で

　
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
　
嵩
齢
化
牲
会
を
迎
え
、
老
後
の
生

　
酒
設
計
も
大
切
で
す
。
過
張
に
保
険

料
を
免
除
さ
れ
て
い
た
が
今
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
方
は
ぜ
ひ
追
納
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

◎
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

　
除
月
の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。

◎
昭
和
六
十
一
隼
三
月
以
崩
の
免
除

　
期
問
に
つ
い
て
は
、
当
購
の
保
険

　
料
額
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

◎
昭
湘
六
十
一
隼
四
月
以
降
の
免
除

　
期
間
に
つ
い
て
は
、
滋
時
の
保
険

　
料
額
に
次
表
の
乗
率
を
掛
け
て
算

　
繊
し
た
額
を
、
そ
の
保
険
料
に
撫

　
算
し
て
納
め
ま
す
。

◎
老
齢
基
礎
無
金
の
受
給
権
藩
は
、

　
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

経過年度数 纐算率

3　年度 0，055

4　年度 0，113

5　年　度 0．蓋74

6　年度 0，239

7　年度 0，307

8　銀度 0，379

9　年度 0，455

10年度 0，535

袈
）

冒鰯

10年以内塗ら

追納できます

5
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拶）》

帥
会戯遊おい

踊つて
たのし～

歌つて
》争

　
十
．
、
弩
一
日
・
八
賃
・
新
薦
欝
と
町
内
の
三
っ
の
保
欝
顛
噸
紀

お
遊
戯
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
保
脅
断
と
も
オ
ー
プ
吋
丁
・
、
グ

に
は
、
こ
の
譲
の
た
め
に
猛
練
習
し
て
き
た
噛
。
八
丈
灘
太
鼓
し

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
網
児
た
ち
の
元
黛
な
か
け
．
，
と
見
嶺
な

バ
チ
さ
ば
き
に
来
賓
や
お
母
さ
ん
方
か
ら
大
き
な
抽
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
お
遊
戯
会
は
、
各
組
ご
と
に
歌
や
踊
り
そ
し
て
劇

な
ど
が
発
表
さ
れ
、
大
入
顛
負
け
の
名
演
技
ぶ
り
や
ず
て
き
な

歌
声
を
闘
か
せ
て
く
れ
濠
し
た
．
ま
た
、
飛
び
入
リ
コ
…
ナ
…

で
は
お
ば
あ
さ
ん
方
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
お
遊
戯
会
を
盛
り

上
げ
．
」
く
れ
ま
し
た
．
後
半
で
は
お
母
さ
ん
や
職
覇
の
串
し
物

も
披
露
さ
れ
、
趣
飼
こ
ら
し
た
踊
り
や
劇
に
会
場
は
築
い
と
抽

．

事
が
お
こ
っ
て
い
ま
し
た
ひ
今
年
も
、
本
当
に
楽
し
い

会
で
し
た
。

轟勧

灘

蟹欝

蘇
島

繊
穫
、

麟
灘
．
　

　
　
．
鷺
．
講

磁
、
瀞
撒

　
　
　
．
慧
覇
繍
、

懸
灘
　
㎜

　
　
　
　
く
器

　　’話

賑
踊り「どんな蝿子力似合うかな？2

とってもすてきな蝿子でしたヨ（浦照保蕎所・りす・ひよこ組）

麟、

麟鰯

踊り「鬼面太鼓」

力強い、勇壮な踊りでした

　　（松里保育斯・きりん組）

翻「ア讐ノとキリギリス」

よくセリフをおぽえ、とってもたのしい劇でした

　　　　　　　　　　（松之由保育所・うさぎ綿）

さ
む
～

　あ
か
　つ～
　た
い

い

雪
国
で

ホ
ッ
ト
な
交
流
と
体
験

　
十
、
紳
月
二
卜
汽
縣
か
ら
二
十
八
麟
ま
で
、
浦
田
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
葛
飾
区
と
松
之
寓
町

の
子
供
炎
歓
会
」
が
行
わ
れ
豪
し
た
。
轟
灘
の
交
歓
撚
、
、
．
概
は
、
葛
飾
区
か
り
小
学
閥
鐸
鷹
．
烈
鐸
燦
．

、
無
註
の
麗
羅
七
十
　
霧
が
露
顯
松
・
ぬ
蜘
“
を
籔
れ
ま
し
た
。
そ
し
ヂ
＼
購
内
の
小
学
菰
黛
生

幸
鷺
孫
と
　
籔
び
や
ワ
ラ
ぞ
う
り
作
り
、
ま
た
夜
は
浦
驚
地
区
に
民
浪
す
る
な
ど
簾
麟
の
生
活
を
体

験
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
、
年
未
は
鱈
力
少
な
く
十
分
な
露
照
体
験
と
は
い
か
な
か
っ
た
も

の
の
、
衣
服
を
び
し
ょ
濡
れ
に
し
な
が
ら
難
上
レ
ク
縫
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ナ
供
た
ち
は
、
今
醐
の
交
歓
会
で
た
く
さ
ん
の
友
達
と
た
く
さ
ん
の
思
い
餓
を
作
b
ま
し
た
。

、
撫
懸
．

嚢
．
騒

オ
ー
　
の
び
る
の
び
る

　　　　またころんじゃった！

蜘　 ▼　スキーってむづかしいね

繋避塞

▲カゴの中に雪を入れろ！　　隔し　も奪

　　　　雪つみレースだ！

1
　　　▼　はやくはやく雪をつんで灘／

　　　識．麟、描懸瀾臨終夢繍圏魑醗纏

　
　
　
禦
、

轟、　
　
　
耀

覧
、
－
、
穿

　
　
　
導
　
　
鵬
　
　
灘

▲ネー、わたしもおばあちゃんと岡じくら㌧

ワラジ作り上手でしょう！

　
津
金
臼
路
奈
さ
ん
（
北
野
小
5
年
）

　
　
オ
ら
じ
作
り
は
、
私
の
は
じ
め
て

　
の
捧
験
で
し
た
。
私
は
わ
ら
じ
な
ん

　
て
、
塞
当
紅
作
れ
る
の
か
な
あ
と
、

　
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
お
し
え

　
て
く
れ
る
お
じ
さ
ん
達
が
た
く
さ
ん

　
い
て
、
き
っ
と
き
ち
ん
と
お
し
え
て

　
も
ら
っ
て
、
う
家
く
で
き
る
だ
ろ
う

　
と
思
い
濠
し
た
ゆ
　
｝
建
し
か
で
き
な

　
く
て
、
鱒
晶
間
も
た
く
さ
ん
か
か
っ
て

　
し
家
っ
た
け
ど
、
な
は
よ
り
鍵
分
で

　
作
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
番
う
れ
し

　
か
っ
た
で
す
。

麟繰糧蕪
　
佐
野
雅
代
さ
ん
（
堀
切
小
6
年
）

　
　
私
は
穎
漁
祭
に
来
た
の
は
樹
め
て

　
だ
っ
た
の
で
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
嚢
を

　
見
た
蒋
す
ご
い
な
あ
！
と
思
い
豪
し
た
．

　
　
東
東
も
露
が
降
る
け
ど
す
．
）
し
し

｝
か
積
も
ら
な
い
か
ら
、
あ
ん
ま
り
あ

轄　
　
そ
べ
な
い
け
ど
、
新
潟
県
一
で
は
露
が

　
　
た
く
零
ん
積
も
る
の
で
、
ス
キ
ー
と

饗馳脚

か
で
き
て
い
達
な
…
と
思
い
ま
し
た
。

　
泊
ま
っ
た
家
の
人
た
ち
も
や
さ
し

い
し
、
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ
さ
せ

て
く
れ
て
、
と
て
も
親
切
に
し
て
く

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
穏

　
松
之
礁
鑓
来
て
、
と
て
も
い
い
思

い
出
紅
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

演
め
て
く
れ
た
お
象
の
方
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
嚇
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や
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け
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ぶ
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ナ
…

で
は
お
ば
あ
さ
ん
方
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
お
遊
戯
会
を
盛
り

上
げ
．
」
く
れ
ま
し
た
．
後
半
で
は
お
母
さ
ん
や
職
覇
の
串
し
物

も
披
露
さ
れ
、
趣
飼
こ
ら
し
た
踊
り
や
劇
に
会
場
は
築
い
と
抽

．

事
が
お
こ
っ
て
い
ま
し
た
ひ
今
年
も
、
本
当
に
楽
し
い

会
で
し
た
。

轟勧

灘

蟹欝

蘇
島

繊
穫
、

麟
灘
．
　

　
　
．
鷺
．
講

磁
、
瀞
撒

　
　
　
．
慧
覇
繍
、

懸
灘
　
㎜

　
　
　
　
く
器

　　’話

賑
踊り「どんな蝿子力似合うかな？2

とってもすてきな蝿子でしたヨ（浦照保蕎所・りす・ひよこ組）
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よくセリフをおぽえ、とってもたのしい劇でした

　　　　　　　　　　（松之由保育所・うさぎ綿）

さ
む
～

　あ
か
　つ～
　た
い

い

雪
国
で

ホ
ッ
ト
な
交
流
と
体
験

　
十
、
紳
月
二
卜
汽
縣
か
ら
二
十
八
麟
ま
で
、
浦
田
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
葛
飾
区
と
松
之
寓
町

の
子
供
炎
歓
会
」
が
行
わ
れ
豪
し
た
。
轟
灘
の
交
歓
撚
、
、
．
概
は
、
葛
飾
区
か
り
小
学
閥
鐸
鷹
．
烈
鐸
燦
．

、
無
註
の
麗
羅
七
十
　
霧
が
露
顯
松
・
ぬ
蜘
“
を
籔
れ
ま
し
た
。
そ
し
ヂ
＼
購
内
の
小
学
菰
黛
生

幸
鷺
孫
と
　
籔
び
や
ワ
ラ
ぞ
う
り
作
り
、
ま
た
夜
は
浦
驚
地
区
に
民
浪
す
る
な
ど
簾
麟
の
生
活
を
体

験
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
、
年
未
は
鱈
力
少
な
く
十
分
な
露
照
体
験
と
は
い
か
な
か
っ
た
も

の
の
、
衣
服
を
び
し
ょ
濡
れ
に
し
な
が
ら
難
上
レ
ク
縫
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ナ
供
た
ち
は
、
今
醐
の
交
歓
会
で
た
く
さ
ん
の
友
達
と
た
く
さ
ん
の
思
い
餓
を
作
b
ま
し
た
。

、
撫
懸
．

嚢
．
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オ
ー
　
の
び
る
の
び
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禦
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耀

覧
、
－
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穿

　
　
　
導
　
　
鵬
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か
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と
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な
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か
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象
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も
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が
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
嚇

7



9

　　モズ（モズ科）

　かわった習性の鳥

　秋になって、我が家の庭先ではヂキィー

キィーキィ・キキ」と甲高いモズの鳴き声

がするようになった。スズメの2倍位の大

きさで、木の杭義轡枝ることまリニニ拍子力・ら三三

拍子で羅を振りながら地ま二を見張っている。

　餌と思われるものを見つけると、舞い降

りて騰で捕らえる鯵そのまま木の枝にとま

り食べてしまうのかと見ていると、捕って

きたものを枝先にぶつけるような仕草をし

ていた。

　それから1カ月位たったある臼のこと、

その木の冬翼いをしていたら、ひからびた

カエルが枝紅刺さっていた。

　これが、捕った獲物を枝に薦しておくと　轟

いうモズ特蕎の「はやにえ」というもので　珪

ある。

　この変わった習性は、秋に最もよく目立

ち、後田それを食べることも確認されてい

るらしい。

松之山町野鳥愛護会　滝沢正昭

藁強化部長を招いて
　　　　バレ“ボ⇔ル技術講習会を開催

　
1
2
月
焉
鑓
、
購
鍵
体
敏
同
館
で
県
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
強
化
部
蓬
の
中
山
宏
先
盤
を
お
迎
え
し

技
術
講
轡
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
当
総
は
約
3
0

名
の
方
が
参
加
し
、
先
盤
の
播
遜
を
受
け
ま
し

た
・
売
生
は
「
バ
レ
ー
は
ど
ん
な
に
い
い
人
が

い
て
も
勝
て
な
い
。
全
轟
が
協
力
し
脅
っ
て
行

く
こ
と
が
大
切
だ
。
」
と
語
さ
れ
ま
し
た
。

みなさんの董意に感謝します．

　
麹
月
7
鷺
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
畏
生

蚕
員
・
老
人
余
・
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代

表
の
み
な
さ
ん
が
愚
人
ホ
ー
ム
「
不
溜
閣
無

を
訪
れ
、
町
蝿
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
付
い
た

だ
い
た
モ
チ
米
や
タ
オ
ル
、
老
入
ク
ラ
ブ
で

作
っ
た
し
め
縄
を
贈
り
ま
し
た
。
施
設
で
は

こ
れ
ら
を
利
絹
し
て
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

不老閣にモチ米・タオル贈る

一．ψ　　　　藻

鑓

騨

雍

劇
鼠
罫
！
鶏
ξ
、
簿

第1．7園謬6人制バレーボール選手権木傘．

　　醸昇勢会”チームが優勝
　12月H掴、町戻体育館と安塚高校松之山分

校体育館の2会場で、郡6人舗バレーボール

選手権大会が行われました。この鎖は冷たい

雨が降る寒い日でしたが、大会には郡内各町

村から憩チームが参擁しての白熱した試倉が

展開されました．試合の結果は次のとおりで

す。優勝は当町「昇勢会」チームでした。

麟鑛灘鐵灘難饗灘麟灘灘舞　蹴鱗 灘灘灘轍難i繰灘

　　（決勝

　　トーナメント）

　　　舞勢会

　　　　1　　＿＿＿＿＿＿」．．．．

　i　　　　l
　lα6－14）　i
　l　α5・…5〉　1
　．『工　 　　　　　　l
ll”　　秀　　　il（6一箋5）i　　　l
l（12－15）i　　i
l　　i　　i
l　　l　　l
l　　　i　　　l

紅
睦
会

優勝
準優勝

位3

ス
タ
・
…

　
ダ
ス
ト

緯
勢
会

昇勢会（松之山町／

スターダスト

　　（安塚町）

紅睦会

麟欝灘村〉

懸鰹騨一灘　誌 不老閣に

　　サンタク0一ス
　鷲鍔2班3、特携養護老人ホーム

ダ不老罵、1でク…ジスマスi簗忘葎盆

が、鍵）れ、お葎覇りの一メ、一入に

サンタさんからフし・ゼン、が贈乏、♪

れまノ篇獣た、松之．．、像驚斯籔

麗もかけつゴ鍵二竃被鑛ーてくて、、

まし、だ．おいしも載濁とフい〆

卜・に…櫓攣、　コ

“駕、深ノ蔭‘）

。・9。o気ooo・a・・。ρ。。・・

皆さんからの話題屑青報を

　　　　　お霧せください。

　費6一一313三内耳、123

心のこもった
　あったか年賀で黛おめでとう”　　　萎　　　　轍灘

纏難鰹警藤謬灘織
嫉1※灘鍛llll簿

鑓1二購1灘lllll溝遷
でした．こヂ）年賀状をいただいた方はどなたでしょうね。、

畿謬

萄

灘

露

き

璽 やっぱり、手打ちはうまいネ！

　おふくろ館でそば祭り

　12月拷繕、じ’・うもんの湯「おふくろ館」で第3

11そ菱ま募蕎リカ鞍逢オ）れました。今縫1ジ）そ1萎祭1）も、　節

約1螺始と聾舞響に野定していた1（｝0食がすべて完し乙

なる，まどの盛況でした。そぱ紛はおふくろ館の自家

製、干ばつで発勢1が遅れ収鯉よ少なかったもののそ

ばの鵡来は．L々ヒ　、こと。初めげヂ参撫したというお

薄さん方からも「コシがあって、とってもうまいヨか」

と大変に好評でした。

地域づくりの拠点として活躍

　天水島集会所が完成

　鴛弄灘0麟、騎の新農村地域定住健進対策事業とし

て　ヲ承鍵1集会漸」が新しく完成し、その竣工式と

祝賀会が行われました。式には村1届斑長をはじめ、

．ヒ越農政事務漸撮興諜長や地元関係煮など約100名

が参癩しました。建物の鍾べ繭積は265ガで、総事

業費は5，絡6万4千1劣i．一階には小会議室や醐麗実

翌室など、：二階紀は大会議室嬉○畳1があll〉ます塗

地域発展のため、また地域づくりの拠点としご利用

されることになっています。

峻工天水あ泰会所

8

1
創
o
り
田
1
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業費は5，絡6万4千1劣i．一階には小会議室や醐麗実

翌室など、：二階紀は大会議室嬉○畳1があll〉ます塗

地域発展のため、また地域づくりの拠点としご利用

されることになっています。

峻工天水あ泰会所
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難
難
灘
灘
灘
◎

朗
読
教
室

　
今
月
は
、
跡
公
鋭
館
で
鋒
雑
か
り

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
「
朗
読
教
蜜
篇

の
み
な
さ
ん
の
欺
場
で
す
．

ー
朗
読
教
室
を
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
去
薙
産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
、
タ

チ
灘
チ
歩
き
の
「
朗
読
教
璽
し
で
す
．

会
鰻
は
繰
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
小

櫛子室

の
十
点
ハ
嶺
魯
　
”
男
轍
仙
が
い
転
燃
い
の

が
ち
ょ
っ
び
り
寂
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

初
め
は
、
人
醜
で
声
を
出
し
て
読
む

の
に
抵
抗
が
あ
り
、
極
度
な
緊
張
で

こ
わ
ば
っ
た
衰
現
艶
し
た
が
、
今
で

は
も
う
す
っ
か
リ
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

発
轟
で
、
聞
く
人
を
引
き
つ
け
る
朗

読
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
読
む
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
、

…
活
動
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
用
～
繕
第
三
金
曜
鑓
の
午
後
七

時
か
ら
九
縛
ま
で
ぴ
今
隼
は
冬
期
も

と
い
う
こ
と
で
、
第
三
土
曜
紹
午
後

｝
時
半
か
　
公
罠
館
図
識
叢
で
声
を

は
り
、
あ
げ
て
い
ま
す
、

　
議
ず
、
準
備
運
動
と
し
て
緊
張
を

ほ
ぐ
す
体
操
、
複
式
呼
吸
、
環
を
動

か
す
運
動
、
発
声
集
中
の
た
め
の
基

礎
練
習
と
ス
ポ
ー
ツ
と
岡
じ
よ
う
に

準
備
運
動
か
ら
入
り
ま
す
。

　
甥
読
は
、
罠
謡
・
童
爵
か
り
入
り

文
掌
俘
品
・
随
簸
；
詩
な
ど
短
文
が

・
王
で
ナ
ン
簿
　
『
か
啓
こ
じ
船
ぐ
・
り
臨
　
　
濃
化

さ
き
由
漏
　
灘
子
の
な
い
葉
審
葡
　
暢
く

も
の
糸
熱
な
ど
を
輪
読
し
な
が
り
、

イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
嚢
硯
（
朗
。
醜
）
ほ

力
を
入
れ
て
い
豪
す
。
順
番
が
来
る

と
、
．
周
に
カ
が
入
り
緊
張
は
か
く
せ

ま
せ
ん
。
読
み
終
わ
る
と
ホ
ッ
ト
し

て
、
お
互
い
批
評
し
禽
う
な
ど
和
餓

あ
い
あ
い
と
翻
が
弾
み
ま
す
。

　
緊
張
か
ら
闘
放
さ
れ
た
人
知
れ
ぬ

快
懲
を
満
た
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ー
朗
読
ハ
活
動
）
の
魅
力
は

　
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
興
脊
き
の
深
い

も
の
で
す
．
飼
じ
読
み
物
で
も
声
だ

け
の
表
現
材
料
で
す
か
ら
、
一
繭
目

と
．
…
鳳
目
と
は
微
妙
な
衷
現
の
違
い

が
あ
っ
た
り
、
｛
人
一
人
個
性
あ
る

表
現
方
法
が
あ
る
こ
と
で
す
。
受
け

身
の
状
態
で
な
く
、
豊
か
な
イ
メ
ー

ジ
と
強
い
褒
現
慧
欲
か
ら
出
る
全
身

か
『
の
声
な
ん
で
す
。
欝
を
出
す
楽

し
さ
で
す
。

…
今
後
の
目
標
は

　
豊
か
な
イ
メ
…
ジ
を
も
っ
て
聞
く

人
を
そ
の
想
縁
さ
れ
た
世
界
に
ひ
っ

ぱ
り
憶
み
、
葎
分
に
昧
わ
い
楽
し
ま

せ
る
朗
読
に
し
た
い
で
す
。

　
年
一
園
プ
ロ
の
朗
読
、
語
り
、
演

鯛
の
公
演
と
指
導
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
朗
読
発
表
会
を
も
ち
、
そ
れ
に
陶

か
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
．

…
最
後
に
十
月
十
一
日
の
「
歩
座
』

公
演
を
悶
い
て
の
感
想
は

　
朗
読
を
単
に
文
葦
を
読
む
こ
と
と

考
え
て
い
た
の
範
…
あ
の
よ
う
に
人

を
感
動
さ
せ
引
き
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
だ
と
知
り
、
朗
読
に
対
す

る
毒
え
が
変
わ
り
ま
し
た
ー
。

　
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
朗
読
発
袈
余
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

詩
情
あ
ふ
れ
る

や
す
ら
ぎ
の
里
へ
よ
う
こ
そ

…
プ
｝
、
〆
し
た
保
養
施
設

が
あ
り
ま
す
。

出
し
て
い
る
鉱
票
を
利
溺
し
て
い
て

皮
膚
病
、
特
に
「
あ
せ
も
」
に
効
く

と
需
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
料
理

は
地
元
で
採
れ
た
由
菜
、
川
魚
な
ど

を
中
心
と
し
た
会
席
料
理
で
、
ほ
か

に
手
打
ち
そ
ば
や
頸
城
牛
の
ス
テ
ー

キ
な
ど
が
食
べ
ら
れ
、
大
変
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

　
み
婁
遇
、
3

　
深
山
荘
へ
の
交
通
は
、
、
顕
襲
轡
駅

（
仮
称
）
か
沢
田
駅
（
仮
称
）
か
ら

お
い
で
く
だ
さ
い
。
五
名
以
上
の
灘

体
で
あ
れ
ば
、
予
約
で
送
迎
い
た
し

ま
す
。

　
み
　
や
ま
そ
う

　
深
山
荘
の
さ
ら
に
髄
に
は
、
ひ
な

　
　
　
　
　
な
か
ば

び
た
温
泉
「
鷹
羽
鉱
果
」
が
あ
り
ま

す
．
こ
こ
は
、
宿
泊
で
き
ま
せ
ん
が

一
沼
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
牧
村
の
も
う
一
つ
の
や
す
ら
ぎ
の

　
　
東
頸
城
の
四
部

　
に
位
置
す
る
牧
村
。

　
「
ほ
く
ほ
く
線
の

　旅

」
　
六
回
目
は
、

牧
村
を
紹
介
し
ま

　
す
。

　
　
牧
村
に
は
、
昭

　
和
六
牽
～
年
に
オ

　
　
　
　
み
や
ま
ぞ
き

　
　
　
「
深
山
荘
」

こ
こ
は
、
近
く
に
湧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牧
村
発
）

場
は
、
　
「
ふ
る
さ
と
村
自
然
と
憩
の

森
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
自
然
の
中

で
思
う
存
分
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
場

や
臓
ッ
ジ
、
バ
ン
ガ
篇
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
か
や
ぶ
き
の
「
ふ
，

る
さ
と
の
家
」
も
あ
り
、
平
成
七
年

餌
月
か
ら
田
舎
体
験
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
手
打
ち

そ
ば
道
場
や
く
び
き
牛
乱
焼
き
ま
つ

り
、
焼
き
肉
食
べ
放
題
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
ぜ
ひ
、
牧
村
の
や
す
ら
ぎ
を
楽
し

み
に
来
て
く
だ
蓉
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
牧
村
広
報
撹
当
　
横
尾
〉

新
縁
の
中
の
「
深
山
荘
」

高
韻
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
奨
励
賞

東
頸
城
郡
租
税
教
青
推
進
協
議
会
最
優
秀
賞

税
に
つ
い
て

　
　
松
之
由
中
学
校
三
年
A
組

　
　
　
　
　
　
滝
沢
沙
織

　
税
に
つ
い
て
私
が
思
う
こ
と
は
、

た
だ
一
つ
で
す
。
そ
れ
は
大
切
な
お

金
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
当

は
公
罠
の
授
業
を
す
る
ま
で
、
税
金

が
な
ぜ
あ
る
か
、
な
ぜ
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
全
然
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
程
関
心

も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
い
ま
、
私
が
一
番
身
近
に
税
金
と

し
て
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
溝
費
税
で

す
。
初
め
て
消
費
税
が
奪
入
さ
れ
た

時
に
思
っ
た
こ
と
は
、
　
「
蕊
倒
だ
な

あ
し
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
濠

す
。
ニ
ュ
ー
ス
も
新
聞
も
見
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
の
で
、
納
め
る
理
由

も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
繭
よ
り
は
知
識
も
増
え
て
き

家
し
た
。

　
公
罠
の
教
秘
書
を
読
ん
で
わ
か
っ

た
こ
と
は
、
税
金
は
決
し
て
無
駄
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
私
た
ち
の

集
活
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
翻
や

地
方
の
政
治
・
社
会
的
諸
活
動
・
麟

畏
盆
活
に
関
係
の
深
い
施
設
の
建
設

な
ど
は
圏
全
体
の
仕
事
だ
か
ら
、
か

か
る
費
爾
も
鰯
罠
が
負
撫
す
る
と
い

う
の
が
税
金
を
納
め
る
理
由
だ
そ
う

で
す
．
私
は
由
分
で
税
金
を
払
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
蕃

労
な
ど
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
．
い
謹

だ
か
ら
欝
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
蕃
労
し
て
税
金
を
払
っ
て
い

る
分
だ
け
社
会
の
た
め
に
役
立
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
塞
で
当
た
り
葡
の
よ
う
に
思

っ
て
餓
付
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
私

は
い
ま
税
金
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
教
科
書
、
学

校
の
机
∵
椅
子
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
大
切
に
扱
わ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
普
段
机
に
い
た
ず

ら
霧
き
を
し
た
り
、
椅
子
を
乱
暴
に

扱
っ
て
先
生
に
濾
意
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
後
そ
の
こ
と
を
庚
雀

し
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
心
に
お
い
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
税
と
い
う
と
私
だ
け
の
考
え
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
「
払
わ
さ
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
．
で
も
、

決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
だ
と

知
り
、
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
．

　
ま
だ
ま
だ
、
税
金
に
関
し
て
知
ら

な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
公
幾
を
勉
強
す
る
中
で
税
金
を

正
し
く
理
解
し
、
良
分
が
税
金
を
納

め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
無
知
識
だ

つ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
濠
す
。

　
【
そ
の
倦
の
入
賞
者
貿
敬
称
略
）

東
頸
城
郡
穏
税
教
脊
推
進
協
議
金

　
〔
優
秀
賞
）

　
。
「
税
に
つ
い
て
」

　
筒
橋
佳
男
（
松
之
山
中
三
・
A
）

　
〔
奨
励
嘗

　
・
「
身
の
周
り
の
税
金
し

　
草
村
真
利
子
（
松
之
山
中
三
。
A
）

　
　
「
税
に
学
ん
で
し

　
竹
内
髭
介
（
松
之
山
中
三
。
A
）

　
　
「
税
金
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
」

　
　
村
山
美
穂
（
松
之
山
中
三
・
A
）

一御鴎躍岬購一撒　　　廟即潮　　襯　岬償脚

歳

劃
き
讃
嶽
製
樽

　
年
賀
状
は
、
元
量
の
楽
し
み
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
葎
賀
状
を
、
ゆ
っ
く
り
と

こ
た
つ
に
入
っ
て
見
る
入
も
多
い

で
し
ょ
う
。
年
賀
郵
便
特
剛
取
扱

綱
度
に
よ
っ
て
、
元
鼠
に
年
賀
状

が
各
家
籏
に
醜
達
さ
れ
る
の
で
す
。

　
欧
米
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
。

カ
！
ド
に
ハ
ッ
ピ
ー
・
ニ
ュ

…
・
イ
ヤ
…
の
誉
葉
を
添
え

る
の
が
普
通
の
よ
う
で
す
．
然

　
し
か
し
鷺
本
で
は
、
ク
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼

　
マ
ス
。
カ
ー
ド
を
出
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集

　
さ
ら
に
年
賀
状
を
出
す
と
い

　
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

　
し
ょ
う
か
．
黛
本
人
は
年
賀
状
を
、

　
爺
頭
の
大
切
な
あ
い
爵
つ
と
考
え

　
て
い
る
か
ら
で
し
よ
う
。

　
　
鶴
賀
郷
便
の
取
り
扱
い
が
は
じ

　
ま
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
で

　
す
．
昭
和
十
年
に
は
、
年
賀
切
手

　
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
戦
中
戦
後

　
は
年
賀
郵
便
の
取
9
撤
い
が
中
止

　
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
三
隼

　
に
復
濡
し
、
翌
年
に
は
お
年
玉
つ

　
き
年
賀
は
が
き
も
患
て
、
年
賀
状

㎜㎜

㎜門
…
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
最
近
は
、
家
族
な
ど
の
写
真
を
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
　
”

年
賀
状
に
す
る
の
も
流
行
し
て
レ

濠
す
。
ま
た
、
ワ
ー
プ
慕
を
使
っ

て
自
分
で
年
賀
状
の
文
章
を
作
っ

た
り
、
あ
て
名
印
刷
機
能
を
使
っ

て
、
住
漸
を
印
刷
し
て
出
し
た
り

す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
園
に
住
む
蒙
族

や
友
人
な
ど
か
ら
も
、
元
量
臓
年

賀
状
が
騒
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
ホ
ー
ム
・
フ
ァ
ク
シ
、
、
、

　
　
リ
を
利
爾
し
、
時
差
を
計
算

　
　
し
て
出
す
人
も
い
ま
す
の
外

　
　
圏
に
単
身
赴
任
を
し
て
い
て
、

　
　
臼
本
に
漢
っ
て
こ
ら
れ
な
い

　
　
お
父
さ
ん
に
、
子
ど
も
か
ら

　
　
の
か
わ
い
い
絵
入
り
の
年
賀

　
　
状
を
送
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
一
月
二
十
六
購
は
、
、
文
・
化

財
防
火
デ
ー
」
で
す
。
こ
の
β
を

機
会
に
麟
畏
の
財
産
で
あ
る
文
化

財
の
大
切
さ
を
考
え
、
火
災
か
ら

竃
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
．
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紺

聖
篭
、
も
、
唾
璽
・
奪
曝
｛
蒙
畦
畦
も
…

｛
、
、
‘
馬
輪

（　　（

《　　o

占
篤

膨

’
働
、

○

し

召



ー
o
り
o
り
創

‘O

難
難
灘
灘
灘
◎

朗
読
教
室

　
今
月
は
、
跡
公
鋭
館
で
鋒
雑
か
り

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
「
朗
読
教
蜜
篇

の
み
な
さ
ん
の
欺
場
で
す
．

ー
朗
読
教
室
を
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
去
薙
産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
、
タ

チ
灘
チ
歩
き
の
「
朗
読
教
璽
し
で
す
．

会
鰻
は
繰
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
小

櫛子室

の
十
点
ハ
嶺
魯
　
”
男
轍
仙
が
い
転
燃
い
の

が
ち
ょ
っ
び
り
寂
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

初
め
は
、
人
醜
で
声
を
出
し
て
読
む

の
に
抵
抗
が
あ
り
、
極
度
な
緊
張
で

こ
わ
ば
っ
た
衰
現
艶
し
た
が
、
今
で

は
も
う
す
っ
か
リ
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

発
轟
で
、
聞
く
人
を
引
き
つ
け
る
朗

読
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
読
む
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
、

…
活
動
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
用
～
繕
第
三
金
曜
鑓
の
午
後
七

時
か
ら
九
縛
ま
で
ぴ
今
隼
は
冬
期
も

と
い
う
こ
と
で
、
第
三
土
曜
紹
午
後

｝
時
半
か
　
公
罠
館
図
識
叢
で
声
を

は
り
、
あ
げ
て
い
ま
す
、

　
議
ず
、
準
備
運
動
と
し
て
緊
張
を

ほ
ぐ
す
体
操
、
複
式
呼
吸
、
環
を
動

か
す
運
動
、
発
声
集
中
の
た
め
の
基

礎
練
習
と
ス
ポ
ー
ツ
と
岡
じ
よ
う
に

準
備
運
動
か
ら
入
り
ま
す
。

　
甥
読
は
、
罠
謡
・
童
爵
か
り
入
り

文
掌
俘
品
・
随
簸
；
詩
な
ど
短
文
が

・
王
で
ナ
ン
簿
　
『
か
啓
こ
じ
船
ぐ
・
り
臨
　
　
濃
化

さ
き
由
漏
　
灘
子
の
な
い
葉
審
葡
　
暢
く

も
の
糸
熱
な
ど
を
輪
読
し
な
が
り
、

イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
嚢
硯
（
朗
。
醜
）
ほ

力
を
入
れ
て
い
豪
す
。
順
番
が
来
る

と
、
．
周
に
カ
が
入
り
緊
張
は
か
く
せ

ま
せ
ん
。
読
み
終
わ
る
と
ホ
ッ
ト
し

て
、
お
互
い
批
評
し
禽
う
な
ど
和
餓

あ
い
あ
い
と
翻
が
弾
み
ま
す
。

　
緊
張
か
ら
闘
放
さ
れ
た
人
知
れ
ぬ

快
懲
を
満
た
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ー
朗
読
ハ
活
動
）
の
魅
力
は

　
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
興
脊
き
の
深
い

も
の
で
す
．
飼
じ
読
み
物
で
も
声
だ

け
の
表
現
材
料
で
す
か
ら
、
一
繭
目

と
．
…
鳳
目
と
は
微
妙
な
衷
現
の
違
い

が
あ
っ
た
り
、
｛
人
一
人
個
性
あ
る

表
現
方
法
が
あ
る
こ
と
で
す
。
受
け

身
の
状
態
で
な
く
、
豊
か
な
イ
メ
ー

ジ
と
強
い
褒
現
慧
欲
か
ら
出
る
全
身

か
『
の
声
な
ん
で
す
。
欝
を
出
す
楽

し
さ
で
す
。

…
今
後
の
目
標
は

　
豊
か
な
イ
メ
…
ジ
を
も
っ
て
聞
く

人
を
そ
の
想
縁
さ
れ
た
世
界
に
ひ
っ

ぱ
り
憶
み
、
葎
分
に
昧
わ
い
楽
し
ま

せ
る
朗
読
に
し
た
い
で
す
。

　
年
一
園
プ
ロ
の
朗
読
、
語
り
、
演

鯛
の
公
演
と
指
導
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
朗
読
発
表
会
を
も
ち
、
そ
れ
に
陶

か
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
．

…
最
後
に
十
月
十
一
日
の
「
歩
座
』

公
演
を
悶
い
て
の
感
想
は

　
朗
読
を
単
に
文
葦
を
読
む
こ
と
と

考
え
て
い
た
の
範
…
あ
の
よ
う
に
人

を
感
動
さ
せ
引
き
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
だ
と
知
り
、
朗
読
に
対
す

る
毒
え
が
変
わ
り
ま
し
た
ー
。

　
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
朗
読
発
袈
余
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

詩
情
あ
ふ
れ
る

や
す
ら
ぎ
の
里
へ
よ
う
こ
そ

…
プ
｝
、
〆
し
た
保
養
施
設

が
あ
り
ま
す
。

出
し
て
い
る
鉱
票
を
利
溺
し
て
い
て

皮
膚
病
、
特
に
「
あ
せ
も
」
に
効
く

と
需
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
料
理

は
地
元
で
採
れ
た
由
菜
、
川
魚
な
ど

を
中
心
と
し
た
会
席
料
理
で
、
ほ
か

に
手
打
ち
そ
ば
や
頸
城
牛
の
ス
テ
ー

キ
な
ど
が
食
べ
ら
れ
、
大
変
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

　
み
婁
遇
、
3

　
深
山
荘
へ
の
交
通
は
、
、
顕
襲
轡
駅

（
仮
称
）
か
沢
田
駅
（
仮
称
）
か
ら

お
い
で
く
だ
さ
い
。
五
名
以
上
の
灘

体
で
あ
れ
ば
、
予
約
で
送
迎
い
た
し

ま
す
。

　
み
　
や
ま
そ
う

　
深
山
荘
の
さ
ら
に
髄
に
は
、
ひ
な

　
　
　
　
　
な
か
ば

び
た
温
泉
「
鷹
羽
鉱
果
」
が
あ
り
ま

す
．
こ
こ
は
、
宿
泊
で
き
ま
せ
ん
が

一
沼
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
牧
村
の
も
う
一
つ
の
や
す
ら
ぎ
の

　
　
東
頸
城
の
四
部

　
に
位
置
す
る
牧
村
。

　
「
ほ
く
ほ
く
線
の

　旅

」
　
六
回
目
は
、

牧
村
を
紹
介
し
ま

　
す
。

　
　
牧
村
に
は
、
昭

　
和
六
牽
～
年
に
オ

　
　
　
　
み
や
ま
ぞ
き

　
　
　
「
深
山
荘
」

こ
こ
は
、
近
く
に
湧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牧
村
発
）

場
は
、
　
「
ふ
る
さ
と
村
自
然
と
憩
の

森
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
自
然
の
中

で
思
う
存
分
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
場

や
臓
ッ
ジ
、
バ
ン
ガ
篇
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
か
や
ぶ
き
の
「
ふ
，

る
さ
と
の
家
」
も
あ
り
、
平
成
七
年

餌
月
か
ら
田
舎
体
験
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
手
打
ち

そ
ば
道
場
や
く
び
き
牛
乱
焼
き
ま
つ

り
、
焼
き
肉
食
べ
放
題
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
ぜ
ひ
、
牧
村
の
や
す
ら
ぎ
を
楽
し

み
に
来
て
く
だ
蓉
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
牧
村
広
報
撹
当
　
横
尾
〉

新
縁
の
中
の
「
深
山
荘
」

高
韻
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
奨
励
賞

東
頸
城
郡
租
税
教
青
推
進
協
議
会
最
優
秀
賞

税
に
つ
い
て

　
　
松
之
由
中
学
校
三
年
A
組

　
　
　
　
　
　
滝
沢
沙
織

　
税
に
つ
い
て
私
が
思
う
こ
と
は
、

た
だ
一
つ
で
す
。
そ
れ
は
大
切
な
お

金
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
当

は
公
罠
の
授
業
を
す
る
ま
で
、
税
金

が
な
ぜ
あ
る
か
、
な
ぜ
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
全
然
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
程
関
心

も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
い
ま
、
私
が
一
番
身
近
に
税
金
と

し
て
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
溝
費
税
で

す
。
初
め
て
消
費
税
が
奪
入
さ
れ
た

時
に
思
っ
た
こ
と
は
、
　
「
蕊
倒
だ
な

あ
し
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
濠

す
。
ニ
ュ
ー
ス
も
新
聞
も
見
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
の
で
、
納
め
る
理
由

も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
繭
よ
り
は
知
識
も
増
え
て
き

家
し
た
。

　
公
罠
の
教
秘
書
を
読
ん
で
わ
か
っ

た
こ
と
は
、
税
金
は
決
し
て
無
駄
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
私
た
ち
の

集
活
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
翻
や

地
方
の
政
治
・
社
会
的
諸
活
動
・
麟

畏
盆
活
に
関
係
の
深
い
施
設
の
建
設

な
ど
は
圏
全
体
の
仕
事
だ
か
ら
、
か

か
る
費
爾
も
鰯
罠
が
負
撫
す
る
と
い

う
の
が
税
金
を
納
め
る
理
由
だ
そ
う

で
す
．
私
は
由
分
で
税
金
を
払
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
蕃

労
な
ど
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
．
い
謹

だ
か
ら
欝
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
蕃
労
し
て
税
金
を
払
っ
て
い

る
分
だ
け
社
会
の
た
め
に
役
立
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
塞
で
当
た
り
葡
の
よ
う
に
思

っ
て
餓
付
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
私

は
い
ま
税
金
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
教
科
書
、
学

校
の
机
∵
椅
子
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
大
切
に
扱
わ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
普
段
机
に
い
た
ず

ら
霧
き
を
し
た
り
、
椅
子
を
乱
暴
に

扱
っ
て
先
生
に
濾
意
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
後
そ
の
こ
と
を
庚
雀

し
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
心
に
お
い
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
税
と
い
う
と
私
だ
け
の
考
え
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
「
払
わ
さ
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
．
で
も
、

決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
だ
と

知
り
、
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
．

　
ま
だ
ま
だ
、
税
金
に
関
し
て
知
ら

な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
公
幾
を
勉
強
す
る
中
で
税
金
を

正
し
く
理
解
し
、
良
分
が
税
金
を
納

め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
無
知
識
だ

つ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
濠
す
。

　
【
そ
の
倦
の
入
賞
者
貿
敬
称
略
）

東
頸
城
郡
穏
税
教
脊
推
進
協
議
金

　
〔
優
秀
賞
）

　
。
「
税
に
つ
い
て
」

　
筒
橋
佳
男
（
松
之
山
中
三
・
A
）

　
〔
奨
励
嘗

　
・
「
身
の
周
り
の
税
金
し

　
草
村
真
利
子
（
松
之
山
中
三
。
A
）

　
　
「
税
に
学
ん
で
し

　
竹
内
髭
介
（
松
之
山
中
三
。
A
）

　
　
「
税
金
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
」

　
　
村
山
美
穂
（
松
之
山
中
三
・
A
）

一御鴎躍岬購一撒　　　廟即潮　　襯　岬償脚

歳

劃
き
讃
嶽
製
樽

　
年
賀
状
は
、
元
量
の
楽
し
み
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
葎
賀
状
を
、
ゆ
っ
く
り
と

こ
た
つ
に
入
っ
て
見
る
入
も
多
い

で
し
ょ
う
。
年
賀
郵
便
特
剛
取
扱

綱
度
に
よ
っ
て
、
元
鼠
に
年
賀
状

が
各
家
籏
に
醜
達
さ
れ
る
の
で
す
。

　
欧
米
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
。

カ
！
ド
に
ハ
ッ
ピ
ー
・
ニ
ュ

…
・
イ
ヤ
…
の
誉
葉
を
添
え

る
の
が
普
通
の
よ
う
で
す
．
然

　
し
か
し
鷺
本
で
は
、
ク
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼

　
マ
ス
。
カ
ー
ド
を
出
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集

　
さ
ら
に
年
賀
状
を
出
す
と
い

　
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

　
し
ょ
う
か
．
黛
本
人
は
年
賀
状
を
、

　
爺
頭
の
大
切
な
あ
い
爵
つ
と
考
え

　
て
い
る
か
ら
で
し
よ
う
。

　
　
鶴
賀
郷
便
の
取
り
扱
い
が
は
じ

　
ま
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
で

　
す
．
昭
和
十
年
に
は
、
年
賀
切
手

　
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
戦
中
戦
後

　
は
年
賀
郵
便
の
取
9
撤
い
が
中
止

　
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
三
隼

　
に
復
濡
し
、
翌
年
に
は
お
年
玉
つ

　
き
年
賀
は
が
き
も
患
て
、
年
賀
状

㎜㎜

㎜門
…
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
最
近
は
、
家
族
な
ど
の
写
真
を
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
　
”

年
賀
状
に
す
る
の
も
流
行
し
て
レ

濠
す
。
ま
た
、
ワ
ー
プ
慕
を
使
っ

て
自
分
で
年
賀
状
の
文
章
を
作
っ

た
り
、
あ
て
名
印
刷
機
能
を
使
っ

て
、
住
漸
を
印
刷
し
て
出
し
た
り

す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
園
に
住
む
蒙
族

や
友
人
な
ど
か
ら
も
、
元
量
臓
年

賀
状
が
騒
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
ホ
ー
ム
・
フ
ァ
ク
シ
、
、
、

　
　
リ
を
利
爾
し
、
時
差
を
計
算

　
　
し
て
出
す
人
も
い
ま
す
の
外

　
　
圏
に
単
身
赴
任
を
し
て
い
て
、

　
　
臼
本
に
漢
っ
て
こ
ら
れ
な
い

　
　
お
父
さ
ん
に
、
子
ど
も
か
ら

　
　
の
か
わ
い
い
絵
入
り
の
年
賀

　
　
状
を
送
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
一
月
二
十
六
購
は
、
、
文
・
化

財
防
火
デ
ー
」
で
す
。
こ
の
β
を

機
会
に
麟
畏
の
財
産
で
あ
る
文
化

財
の
大
切
さ
を
考
え
、
火
災
か
ら
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i　ボランティア活動は、個人の自由意志に基づき、その技能や
き

1蒔問を進んで地の人のために提供し、社会1こ貢献することで、
タ

iその領域は縫会橿祉のほか、教育、文化、スポーツ、國際交流・
き

i協力、保健・医療、地域振興など多厳にわたっています．
ぎ

i　　このようなボランティア活動は、それ自体が自分霞身の「生
タ

1　き力蕊い」や「満足」につな力玄る生涯掌習ですカ§、ボランティア
き

i活動を行うためには、それに必要な傭識・技術を学習していく
き

i必要もあります、また、勉の人の掌鞍を支援するポランティア
i活動を行うこと1こよって、地域の癒涯学習が振興していくこと
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　も鰯待できるのです。

1　　このように、ボランティア活動は、豊かで瀬力のある生涯学

　：欝社会の形成を進める．Lで、璽要な役轡1が朔待されているので

　すσ

，　i数膏婁輿会では、ボランティア活勤についての理解を図れる
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事
業
案
内
％
紘

婿
投
げ

墨
ぬ
鱗
祭
嚇

圏
で
も
珍
し
い
祭
り
で
す
、

O
婿
投
げ

蔚
年
に
結
婚
し
た
嬬
を
神
往
ま
で

か
つ
ぎ
あ
げ
、
7
～
8
搬
も
あ
る
醸

下
の
雲
の
中
へ
投
げ
る
荒
っ
ぽ
い
祭

り
。
こ
の
婿
投
げ
は
、
松
之
山
の
人

人
の
厳
ぬ
け
の
明
る
さ
と
、
新
婚
の

二
人
を
み
ん
な
で
祝
訊
ノ
と
い
う
滋
か

い
人
憐
が
懲
じ
ら
れ
る
楽
し
い
、
鳶
ベ

ン
ト
で
す
。

▼
期
績
　
1
擁
驚
鷺
（
日
）

▼
蒔
閥
　
午
後
2
聴
～

▼
場
所
　
松
之
由
温
泉
湯
本

○
墨
ぬ
号

　
霧
の
神
廃
．
燃
や
し
た
墨
を
瞬
馨
、
溶

か
ヨ
し
、
誰
か
れ
な
，
k
相
仁
P
の
顔
ハ
に
ぬ

祈
る
祭
り
．
追
い
か
け
る
人
、
逃
げ

る
人
、
笈
い
毒
ヒ
購
、
び
声
が
冬
の
空

に
綴
隅
瀞
ご
ま
す
。

▼
期
日
　
ー
月
嬉
臼
ハ
日
）

▼
蒋
闘
　
午
後
2
時
～

▼
場
瞬
　
松
之
出
漏
衆
湯
本

　
郷
土
の
奇
祭
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
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豪
農
村
寅
家
の
2
9
代
当
主

村
山
政
栄
氏
と
3
0
代
当
憲
村

山
糞
雄
氏
が
買
い
求
め
た
綱

燭
た
る
蒋
代
蒔
絵
、
僕
万
婁

も
の
、
書
籍
、
落
ち
着
き
の

あ
る
古
九
谷
や
季
朝
の
白
磁
、

明
の
轡
磁
、
茶
道
翼
な
ど
を

展
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
説
象
玉
坂
矯
安

習
の
姉
が
こ
の
家
に
嫁
ぎ
、

安
蕎
自
身
も
よ
く
訪
れ
た
こ

と
か
ら
、
　
「
安
奮
の
部
屡
し

と
い
う
展
示
室
も
あ
り
、
ゆ

か
り
の
あ
る
品
々
や
文
学
作

昂
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
休
論
心
が
で
き
る
秘
室
で
は
、

造
り
瀬
麗
な
ら
で
は
の
お
い

し
い
水
で
い
れ
た
「
庄
屋
の

お
茶
㎜
を
い
た
だ
き
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
筑
分
に
浸
れ
る
。
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潤
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銀

多
数
の

さ
れ
ま

▼
期
霞

▼
蒋
闘

▼
会
鵬

の
世
界
に
熱
い
戦
い
が
く
り

ら
れ
ま
す
．
松
之
山
か
ら
も

選
、
手
が
・
藻
．
、
繊
、
濡
耀
｝
が
期
待

す
。
ご
声
援
下
さ
い
。

　
2
月
5
臼
（
鷺
）

　
午
繭
9
跨
～
午
後
3
時
3
0
分

▼
定
賛
　
先
着
㎜
名

▼
串
込
〆
切
　
－
月
2
0
鷺
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一
回
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ッ
ス
、
〆
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滑
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．
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務
課
財
政
係

　
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
7
年
2

月
1
臼
視
在
で
、
全
懸
の
農
家
な
ど

を
対
象
に
「
i
9
2
5
隼
農
業
セ
ン

サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
奮
は
、
我
が
圏
の
農
業
の

案
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
塞
的

な
統
計
調
奄
で
す
。
調
萱
の
結
巣
は
、

國
や
地
方
公
共
瓢
体
憂
は
じ
め
各
方

面
で
農
業
施
策
推
進
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
帳
広
く
利
駕
さ
れ
て
い
ま

す
。
調
理
員
が
お
飼
い
し
て
、
農
業

の
経
営
状
況
な
ど
を
お
簿
ね
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
北
電
力
か
ら
の

　
　
お
願
い
で
す

　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
（
株
）

王
、
露
お
ろ
し
の
時
に
電
線
に
雪
を

　
投
げ
当
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
停

　
欝
｝
の
原
園
と
な
り
ま
す
。

2
、
変
庇
難
や
電
線
に
触
れ
ま
す
と
、

　
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
付
近
で
作
業
す
る
場
禽
は
十
分
濾

　
意
し
て
く
だ
さ
い
。

3
、
電
線
が
切
れ
て
道
跳
護
落
ち
て

　
い
て
も
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い
で
、

　
最
寄
り
の
東
北
電
力
へ
連
絡
し
て

　
く
だ
さ
い
。

☆
東
北
電
力
（
株
〉
松
代
サ
ー
ビ
ス
セ
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タ
…
　
鶯
7
…
2
0
2
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☆
東
北
電
力
（
株
）
十
溝
町
営
業
所

　
費
0
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5
7
…
5
2
－
3
1
0
7

＼ヂ

や
筏
掌
申
の
教
育
費
を
低
利
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
癖

　
ま
た
、
こ
の
貸
付
は
、
圏
民
金
融

公
庫
の
一
般
教
育
費
ー
ン
と
併
胴
も

で
き
ま
す
。

《
融
賛
金
額
》

　
掌
生
・
食
徒
1
人
に
つ
き
1
0
0

　
万
円
以
内
（
園
年
5
0
万
円
）

《
返
済
期
間
》

　
8
年
以
内
（
撰
閣
期
閥
は
在
掌
期

　
間
内
で
鍛
、
畏
4
葎
）

《
利
　
　
率
》

　
年
4
・
9
％

　
（
平
成
6
葎
1
2
月
i
黛
現
往
〉

《
間
い
合
わ
せ
先
》

　
（
社
）
凝
潟
県
年
金
橿
祉
協
余

　
劔
0
2
5
－
2
垂
玉
…
6
8
0
0

　
松
代
町
に
お
い
て
「
第
9
回
上
石

厳
杯
争
奪
ク
滋
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
選
手
権
大
倉
篇
が
闘
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
鷺
は
5
0
0
名
を
超
え
る
小
。

中
学
盤
が
参
燃
の
予
定
で
す
。
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
父
兄
の
み
な
さ
ん
の
応
援

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
β
　
時
》

　
単
成
7
年
玉
月
2
9
日
（
鷺
）

　
競
技
開
始
　
午
前
憩
時
～

《
会
　
　
場
》

　
松
代
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

　
垂
コ
ー
ス
、
購
畏
グ
ラ
ン
ド

《
申
込
締
謬

王
月
り
β
（
木
〉

《
問
い
合
わ
せ
先
》

松
代
購
ク
ロ
ス
カ
グ
ト
リ
ー
大
会

事
務
局
（
松
代
町
総
舎
体
育
館
内
）

　
麿
7
…
3
7
5
2

シクラメン

就
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矯
　
・
　
　
、

㊦

勘Q9セ、膨

国
の
教
育
ロ
ー
ン

年
金
教
育
資
金
貸
付

　
　
　
　
　
新
潟
県
年
金
福
祉
会

　
こ
の
黛
付
綱
度
は
、
琿
金
積
立
金

を
原
資
に
還
元
融
資
の
一
環
と
し
て
、

摩
生
隼
金
保
険
・
團
斑
年
金
に
鵜
年

以
上
癩
入
し
て
い
る
方
が
、
入
学
縛

黙ほくほく線”

普通電車アンケートに

みなさんの声をお寄せください

　ヂほくほく線該の開業は、平成9年4月に予定さ

れており、あと2年余り残すだけとなりました。

　そこで、北越急行開業準備会及び北越急行株式会

社では「ほくほく線」普通電車を製作するにあたり、

みなさんの声をできるかぎり反映したものにしたい

と考え、普通電車のアンケートを実施中です。

　アンケー一ト応募馬紙は、町役場の一踏に用意して

ありますので、ご記入のうえ專胴の投函箱に投函し

てください。ご協力をお願いします。

《応募方法》

　所定の応募絹紙に、あなたの選んだ車爾の番畢一

つと住斯、氏名、隼齢、性別を記入のうえ投函くだ

幅、応募さオτた方の中から紬選で玉。。鋤に汽

記念品をお贈りします，　　　　　　　　　　　　協？1

《繍綱》　　　　　　ご斎
平成襯脚（金〉　　　ぐζ

《闘い舎わせ》　　　　　　　　　　　　　　　　t、僑

　役場振興諜企爾調整係　費6－3131　内線31

全
国
町
村
東
京
事
務
所
連
絡
会
で

　
　
　
　
㈱
吉
池
高
橋
登
社
長
が
講
演

囲　
　
　
　
十
二
月
十
六
騰
、
　
御
徒
脚
剛
轍
獄
池
デ

　
　
　
パ
ー
ト
で
全
圏
購
村
東
窟
纂
務
所
連

團　
　
　
絡
会
が
開
か
れ
ま
し
た
．
問
連
絡
会

　
　
　
で
は
、
纒
数
月
に
講
舗
を
呼
ん
で
勉

囲　
　
　
強
会
及
び
惰
報
交
換
会
を
行
っ
て
い

　
　
　
ま
す
。
今
醸
、
講
飾
と
会
場
の
手
配

囲　
　
　
が
松
之
山
購
の
豪
番
と
い
う
こ
と
で
、

　
　
　
株
銭
会
教
畜
瀧
の
轟
橋
社
長
に
お
願

圏　
　
　
い
し
、
　
「
購
栂
東
窟
事
務
所
に
贈
る

　
　
　
み
　
ふ
ひ
と

　
　
　
都
人
の
発
想
し
と
題
し
て
ご
講
演
い

目　
　
　
た
だ
き
ま
し
た
、

　
　
　
　
講
演
内
容
は
、
　
「
霧
池
の
鮮
魚
・

園
　
　
　
特
に
鮭
鱒
を
申
心
に
し
た
経
営
戦
略

　
　
　
に
つ
い
て
」
　
「
各
地
の
特
産
最
闘
発

園
5
～
．
各
地
の
輯
讐

　
　
　
の
交
流
の
中
で
感
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熱
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。
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憲
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介
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。
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イ

　　　　　　　町民の合書i

　　町民憲牽（昭和53年7月2姻藩1

　　妥）たしたちは松之山町罠です。

　なでよりよい町づくミ）をしよう。

　　1　美しい緑と鱈の中で心豊力

　　1　ブナの携が触れ禽うよう1こ
　　　　　　　　くゆン　　玉　湧き斗｝づる混泉のよう委こ禽

鎚鶴鐙　カシ

窒
罵
な
い
の
掌

e
夢

闘蓬・

養
海

畠
力
．
．
、

家族みんなで交通安全を考えよう
　交通事故でケガをしたり、命　　　今年1無を交通事故1こ遊うこ

を離凝りする読は、鰍　となく、安灘適謹るよう・
はもとよ翰、家族にとっても悲　　お父さんお母さん力坤心となっ

し瞬こと驚すゆところ鍵、尊い　　て家族全員で交通安全について

大命を奪ってしまう交通事故が　　話し合ってみてはいかがでしょ

後髪絶ちません。ここ数年をみ　　う。

ても、毎年1万人以上の方が全

國で亡く塗って獅ます。

　交通事故をなくし、崩るい社
　　　　　　　　　　卸　　　　　　　　　　　　お隼餐9の交識安盆
会や家庭を築くには、どっすれ
　　　　　　　　　　　　　　　夕暮れどきや疲闇の外出どきは要注意1
ばよ砕でしょう。それは、わた　　　　明釜い亀の服装で　　　　　　　ぐ

し筋蟻駄斑し較通の　　展尭鶴婁鏡諮贈
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懸
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農
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。
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萱
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瓢
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憂
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簿
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欝
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濾
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。
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落
ち
て

　
い
て
も
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い
で
、

　
最
寄
り
の
東
北
電
力
へ
連
絡
し
て

　
く
だ
さ
い
。

☆
東
北
電
力
（
株
〉
松
代
サ
ー
ビ
ス
セ

　
ン
タ
…
　
鶯
7
…
2
0
2
0

☆
東
北
電
力
（
株
）
十
溝
町
営
業
所

　
費
0
2
5
7
…
5
2
－
3
1
0
7
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融
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。
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融
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》
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》

　
8
年
以
内
（
撰
閣
期
閥
は
在
掌
期

　
間
内
で
鍛
、
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％
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潟
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滋
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。
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。
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憩
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問
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潟
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融
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縛
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を離凝りする読は、鰍　となく、安灘適謹るよう・
はもとよ翰、家族にとっても悲　　お父さんお母さん力坤心となっ

し瞬こと驚すゆところ鍵、尊い　　て家族全員で交通安全について

大命を奪ってしまう交通事故が　　話し合ってみてはいかがでしょ

後髪絶ちません。ここ数年をみ　　う。

ても、毎年1万人以上の方が全

國で亡く塗って獅ます。

　交通事故をなくし、崩るい社
　　　　　　　　　　卸　　　　　　　　　　　　お隼餐9の交識安盆
会や家庭を築くには、どっすれ
　　　　　　　　　　　　　　　夕暮れどきや疲闇の外出どきは要注意1
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麟

　　璽　隼

爾雲美香さん

（酉之蔚大下〉

聾｛ 1温泉センター

霊月 5・12・19・26．

、2月 2・9・16・23

鼠　　　　　躍

　　　　お魚いっぱい水族館

　松之撫町の王年生全眞で水族館へ行ったこと

を描きました。きれいなお魚を見ている友達の

顔を工夫して描きました沿

轍

　　がんぱった河童のつめたと翻

　渋海獅の筋で子供たちが遊んでいる駈を描き

ました。子供たちの着ている着物が．ヒ手に描け

たと思います．

　　2　隼
竹内濠輝くん

（湯之島　下新屋）

控
月
の
で
き
ご
と

ヱ08521濤研懸繕ε三1掻i2H欝檬　繊

蝿鼠　　 園※翠の湯は冬期問休みです

醐團團圏＿
お《導》融《罵鷲》　　　　　　（死亡年月日）

高橋平藏さん　　86歳

　　　　天水島（携端）　　　6・捻・3

小野塚義一さん　87歳

　　　　天水農〈後）　　　　6・12・達

重野ヒデさん　　瓢歳

　　　　下蝦池（隠居〉　　　6弓2・8

高橋ヨシさん　　67歳

　　　　湯本（まるたか〉　6・鴛・25

出鵜トメさん　　97歳

　　　　藤倉（補の木）　6・12・29
※鎗月1Elから31賛までの履出分です。

※繍整瓢㌘は’墜ヨ

26　22　21　19　1、5

懸　縫　縛　田　獄

松
之
山
保
育
所
お
遊
戯
会

ス
キ
ー
場
・
安
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一今月畢の衰紙　　　　　一
　今月は、オーブンして鴛葬羅の

温泉スキー場へお那魔しました。

お正角に少雲だったのは闇業以来

2回の　「もう少し雪がほしい」と

窒を見甲ヒげていました合最近は、

一般スキーヤーのほかにスノーボ

ーダーも多く、ケガや箏故のない

よう安全対策に力を入れているそ

うです。スキーヤーのみなさんか

らもルールを守っていただき、楽

しいスキーにしたいものです。

蓋995年（平成7年〉

2月10B発行鶉o、228

広報

■
～
、

歪蟄02559一礁一撮3三　F、瓶X　O2559－6一・35繕発行／松之ll薄役場〒942－M漸潟ll陳頸城郡松之出町庫公之慮編集／総務諜

⑩

花は心の清涼剤！
　　　　　　もっと花にふれあう機会を

　昨年の6月にオー一プンした「はなやの華」さん礁店内

には約8（1種の切9花や鉢物があざやかに咲いています。

ここで働く3名の女性はもちろん花が大好き。　ヂお客様

が入って来られて“きれいな花ですね却と蕎われると嬉

しいです。それに、花を愛する入の笑顔がとっても累敵

ですよ慶」と話していました。「花は心び）溝涼剤です。た

くさんの人から花にふれる機会を持って欲しいですね．」

と高橋主計絃長。この春からは、灘室花き生産緯合の皆

さんが膏てた「由野華」も簸売されるそうです。

灘灘i灘1今月号のページ難鍵灘
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